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シラン系含浸材を用いた叩落部の腐食対策効果のモニタリングに向けた基礎検討 
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1. はじめに 

コンクリート中に塩化物イオンが浸透すると， 

鉄筋周囲の不動態皮膜が破壊され，腐食が発生する．

さらに塩害が進行すると，かぶりコンクリートが 

剥落する．これに伴う第三者被害を防ぐため，浮き

が生じた鉄筋コンクリートを叩き落す． 

ここで，断面修復の際，叩落面に含浸材を塗布 

することによって，マクロセル腐食を低減できる 1)．

また，含浸材による腐食の低減をモニタリングする

手法として，埋設センサを活用できる 2)．これらの

既往の研究により明らかにされている技術要素を 

表-1にて整理する．したがって，叩落し後の対策効

果を確認できるモニタリング技術が求められている． 

以上の背景を踏まえ本研究では，シラン系含浸材

を用いた叩落部の腐食対策効果をモニタリングする

ための，モルタル供試体を用いた基礎検討を行った． 

2. 実験手順 

2.1 供試体概要 

 供試体を図-1 に示す．多量の塩分(Cl-＝15kg/m3)

を含む母材部と，叩落部を模擬した部分があり，  

両者を跨って鉄筋を接合した．母材部には，鉄筋  

要素 1・2・3 をかぶり 20mm に埋設した．また鉄筋

要素 2 に埋設センサを結束バンドにて固定した． 

なお，モルタルの W/C は 50%で，S/C は 3.0 とした．

一方，叩落部には鉄筋要素 4・5・6 を配置した． 

母材部を打設後，4 週間に亘り湿潤気中(20℃・

RH90%)で養生した．次に送風機により叩落面の表

面水分率を 8%以下にした後，含浸材を塗布した．

その主成分はシラン・シロキサンであり，塗布量は

300g/m2 とした．1 週間に亘り乾燥気中で養生した

後，湿空中 (40℃・RH=90%)に暴露した． 

2.2 実験ケース 

 実験ケースは，打設面への含浸材の塗布の有無の

2 水準とした． 

2.3 測定方法 

暴露 8 週目に，周波数を 10kHz～1mHz の範囲で

設定した交流インピーダンス法により，鉄筋要素  

1～3 において，対極板および埋設センサを用いて，

分極抵抗を測定した．この時，対極板にはモルタル

との導通を高めるため，濡れたティッシュを巻いた

ステンレス板を使用した．ここで測定結果の例とし

て，埋設センサによるケース A の鉄筋要素 2 につい

て図-2および図-3に示す．また，鉄筋間に無抵抗電

流計を接続し，マクロセル腐食電流密度を算出した．

その後ミクロセル腐食電流密度およびマクロセル 

腐食電流密度の総和から総腐食電流密度を算出した． 

 

表-1 既往の開発技術 

 断面修復部 叩落部 

含浸材による対策工 文献 1) 文献 1) 

埋設ｾﾝｻによるﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ 文献 2) 本研究で実施 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 供試体概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 コールコールプロットの測定例 
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3. 実験結果 

3.1 マクロセル腐食電流密度 

 図-4 にマクロセル腐食電流密度の分布を示す． 

これによれば，含浸材を塗布したケースBにおいて，

マクロセル腐食電流密度は低減されていた．よって，

叩落面への含浸材の塗布により，母材部の腐食が 

抑制されることを確認できた． 

3.2 ミクロセル腐食電流密度 

 図-5 に対極板で測定されたミクロセル腐食の分

布を示す．これによれば，含浸材を塗布したケース

B において，ミクロセル腐食電流密度は低減されて

いた．よって，叩落面への含浸材の塗布により母材

部の腐食が抑制されることを確認できた． 

3.3 総腐食電流密度 

 図-6 に総腐食電流密度の分布を示す．これに  

よれば，含浸材を塗布したケース B において，   

総腐食電流密度は低減されていた．よって，叩落面

への含浸材の塗布により，母材部の腐食が抑制され

ることを確認できた． 

3.4 埋設センサと対極板により測定された分極抵

抗の比較 

 図-7にて，埋設センサにより測定した分極抵抗と，

対極板により測定した分極抵抗を比較する．これに

よると，含浸材を塗布したケース B において，   

含浸材を塗布していないケース A と比較して，  

何れの測定方法においても，分極抵抗は高いことが

読み取れる．よって，埋設センサを用いることに  

よっても，含浸材による腐食の抑制を確認すること

ができた． 

4. まとめ 

母材内に埋設したセンサで分極抵抗を測定するこ

とにより，叩落部に生じるマクロセルに対する，含

浸材を用いた腐食低減効果を確認できた． 
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図-3 ボード線図の測定例 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                    

図-4 母材内におけるﾏｸﾛｾﾙ腐食電流密度分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5 母材内におけるﾐｸﾛｾﾙ腐食電流密度分布 

              

 

 

 

 

 

 

 

図-6 母材内における総腐食電流密度の分布 

 

 

 

 

 

 

 

図-7 対極板と埋設センサによる分極抵抗の比較 
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